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人を発病させるおそれがほとんどないものとして厚生労働大臣が 

指定する病原体等の一部を改正する件の公布について 

 

標記の件につきまして、今般、厚生労働省健康局結核感染症課長より各都道府県等

衛生主管部（局）長宛通知がなされ、本会に対して情報提供がありました。 

本改正の内容は、下記のとおりであります。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知のうえ、郡市区医師会、

関係医療機関等に対する周知方について、ご高配の程よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

改正の内容 

感染症法の規定に基づき、人を発病させるおそれがほとんどないものとして、

新たに、以下の病原体を指定し、本年６月３０日から適用すること。 

 

インフルエンザウイルスＡ属インフルエンザＡウイルス(血清亜型がＨ５Ｎ１

であるものに限る。) 

・ Ａ/Anhui/１/2005（Ｈ５Ｎ１）（IBCDC-RG6） 
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感染症危機管理対策室長

人を発病させるおそれがほとんどないものとして厚生労働大臣が

指定する病原体等の一部を改正する件の公布について

殿

事

平成2

平素より病原体等の適切な管理について、御尽力いただき厚く御礼申し上げ

ます。

今般、告示公布につきまして、別添写しのとおり各地方自治体衛生主管部(局)

長宛に通知いたしましたのでお知らせいたします。

務

6年

厚生労働省健康局結核感染症課長

連

6月

絡

3 0日

(担当)

結核感染症課病原体等管理対策係

課長補佐田中

病原体等管理対策専門官山形

TEL 03-3595-3097 (直通)

FAX 03.3581.6251
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厚生労働省健康局結核感染症課長

(公印省略)

人を発病させるおそれがほとんどないものとして厚生労働大臣が

指定する病原体等の一部を改正する件の公布について

衛生主管部(局)長

「人を発病させるおそれがほとんどないものとして厚生労働大臣が指定する

病原体等の一部を改正する件」については、本日、平成26年厚生労働省告示第

273号をもって公布され、同日から適用されたところです。

今回の改正の概要等は下記のとおりですので、御了知の上、関係者に対して

周知いただくとともに、その運用に遺漏なきょうお願いします。

健感発0630第 1 号

平成2 6年6月30日

殿

ノ

1 改正の内容

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律(平成10年

法律第114号。)第6条第23項の規定に基づき、人を発病させるおそ

れがほとんどないものとして、新たに、以下の病原体を指定すること。

インフルエンザウイルスA属インフルエンザAウイルス(血清亜型がH

5N 1であるものに限る。) ＼

・ A/Anhui/、 1,/2005 (H 5 N I) qBCDC-RG6 )

2 適用期日

平成26年6月30日から適用すること。

記
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告
示
第
二
百
五
号

関
税
暫
定
措
製
(
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
士
合
巨

第
七
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
六
年

度
の
初
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
生

鮮
等
牛
肉
及
び
冷
凍
牛
肉
の
各
輸
入
数
量
を
次
の
よ
う
に

告
尓
す
る
、

平
成
二
十
六
午
六
月
三
十
日則
務
大
臣
麻
生
太
郎

平
成
二
十
六
午
度
の
初
日
か
ら
平
成
二
士
ハ
年
五
月
三

ト
一
日
ま
で
の
生
鮮
等
牛
肉
及
び
冷
凍
牛
肉
の
各
輸
入
数

量
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
物
品
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
掲
げ
る
数
量
と
す
る

二
万
七
千
四
百
三
十
ト
ン

牛
鮮
等
牛
肉

四
万
八
千
九
百
三
十
ハ
ト
ン

冷
凍
牛
肉

二

0
財
務
省
告
示
第
二
百
六
号

関
税
暫
定
措
楓
法
(
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
士
台
乏

第
七
条
の
六
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
六
年

度
の
初
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
石
月
Ξ
十
一
日
ま
で
の
豚

肉
等
の
輸
入
数
量
並
び
に
牛
き
て
い
る
豚
及
ぴ
豚
肉
等
の

輸
入
数
量
を
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
午
六
月
三
十
日財
務
大
臣
麻
生
太
郎

平
成
二
十
六
午
度
の
初
口
か
ら
平
成
二
十
六
年
五
月
三

ト
一
日
ま
で
の
豚
肉
等
の
輸
入
数
瞰
並
び
に
生
き
て
い
る

豚
及
び
豚
肉
等
の
輸
入
数
艮
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
物

品
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
数
量
と
す
る
。

十
Ξ
万
二
千
五
百
三
十
六
ト
ン

豚
肉
等

牛
き
て
い
る
豚
及
び
豚
肉
等

二

十
三
万
二
千
五
百
四
十
ニ
ト
ン

ニ
ト
ン

ハ
ハ
ト
ン

八

二
七

八
Ξ
六
ト
ン

一
九
五
ト
ン

九

二
八

一
0

ハ
ト
ン

一
ト
ン

二

入
)
ト
ン

一
ん
四
ト
ン

一
、
一
五
一
ト
ン

三
ト
ン

Ξ
、
四
一
一
ト
ン

Ξ

7

一
ト
ン

一
Ξ

一
七
三
ト
ン

一
四

一
四
の
二

一
、
一
ズ
)
、
一
二
0
ト
ン

0
ト
ン

一
六
六
四
六
ト
ン

七
ニ
ト
ン

四
八
三
ト
ン

一
五

一
九
八
二
五
五
ト
ン

一
六

六
二
、
八
七
六
ト
ン

一
七

0
星
労
働
省
告
示
第
二
百
七
十
三
号

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
(
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
)
第
ハ
条
第

二
十
Ξ
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
人
を
発
病
さ
せ
る
お
そ
れ

が
ば
と
ん
ど
な
い
も
の
ど
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す

る
病
原
体
等
(
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
午
六
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣
田
村
憲
久

第
4
中
討
を
部
と
し
、
 
W
か
ら
器
ま
で
を
Ⅱ
か
ら
N
ま

で
と
し
、
 
9
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ム
、
Y
ゞ
寺
'
 
H
Y
、
キ
一
ゞ
へ
さ
、
 
X
》
翻
△
、
Y
U
さ
H
Y

キ
>
4
ヘ
寺
X
 
(
巨
諌
剛
膳
茎
凱
Z
-
d
獣
が
〆

S
凡
趨
水
0
)
》
、
、
ン
一
卦
Ξ
＼
一
＼
豐
貫
一
'
U
,
 
7
 
一
)

う
1

、

一
、
(
)
一
ハ
ト
ン

五
六
ト
ン

一
七
、
一
四
凶
ト
ン

0
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
七
十
四
号

健
康
保
険
法
(
大
正
十
一
午
法
律
第
七
十
号
第
八
十

五
条
第
二
項
及
び
第
八
十
五
条
の
二
第
二
項
 
E
れ
ら
の

規
定
を
伺
法
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
J
並
び
に
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

(
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
)
第
七
十
四
条
第
二
項

及
び
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
健
康
保
険

の
食
事
妻
標
準
負
担
額
及
び
生
活
竪
標
準
負
担
額
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
の
食
事
療
養
標
準
負
担
額
及
び
生
活

療
養
標
準
負
担
額
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う

に
定
め
、
平
成
二
十
六
年
八
月
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
六
年
六
月
三
十
日

厚
牛
労
働
大
臣
田
村
憲
久

健
康
保
険
の
食
事
療
養
標
準
負
担
額
及
ぴ
生
活
療

養
標
準
負
担
額
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
食
事
療

養
標
準
負
担
額
及
び
生
活
療
養
標
準
負
相
額
の
一

部
を
改
正
す
る
告
示

第
一
条
健
康
保
険
の
食
事
療
養
楼
一
負
担
額
及
び
生
活

烹
綴
負
担
額
(
平
成
八
年
厚
生
省
告
示
第
二
百
三

号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
、

第
石
ぢ
の
表
中
「
(
規
則
第
五
十
八
条
第
.
号
若
し
く

は
第
二
号
又
は
第
六
十
二
条
の
三
第
盲
互
右
し
く
は
第

言
ぢ
に
定
め
る
者
で
あ
る
期
間
に
係
る
も
の
に
限
る
J

が
九
十
日
以
下
」
を
「
(
規
則
第
五
十
八
条
第
盲
豆
右
し

く
は
第
二
号
(
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
(
昭
和
三

十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
三
号
)
第
二
十
六
条
の
二
の

規
定
に
ょ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
J

若
し
く
は
第
八
十
二
条
の
三
第
石
互
右
し
く
は
第
二
号

(
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
二
十
六
条
の
六
の
三

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含

む
J
、
船
員
保
険
法
施
行
令
(
昭
和
一
十
八
年
政
令
第
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